
Ⅰ．は じ め に

　てんかんはもっともよく見られる神経疾患の一つ

で，その有病率は総人口の約 1％と推定されてい

る 1）。てんかんは遺伝子変異や脳卒中など様々な要

因によって発症し原因が不明の場合も多いが，新た

にてんかんが発症した患者のおよそ 7割は標準的な

抗てんかん薬の投与によって発作の寛解が期待でき

ることが報告されている 2）。しかし，こうした現状

は一般市民に必ずしも正しく理解されているとはい

えず 3）4），てんかん患者やその家族が，てんかんの

発症要因や治療薬の選択肢など様々な情報を求めて

いることも報告されている 5）6）。また，てんかんへ

の偏見は患者の社会参加や生活の質に影響を与える

ものとして重要な検討課題であり，正しい知識を享

受することがてんかんに対する潜在的偏見の改善に

つながると考えられる 7）。このような背景から，て

んかんに関する正しい情報を患者とその家族を含む

一般市民に提供することを目的とした疾患情報サイ

トとして，2009 年 に「てんかん info（https://

www.tenkan.info/）」が開設された。

　近年ではインターネットの普及とともに，医療情

報を収集するためにインターネットが利用されるこ

とも多く，インターネットへのアクセス状況（閲覧

記録）を分析し，求められている情報の内容を知る

ことは，適切な情報を提供するという観点から重要

と考えられる。しかし，ウェブサイトに掲載された

医療情報の信頼性には問題があることも多く 8）9），
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月～ 2018 年 10 月のデータから，閲覧数上位 20 位のページを調査した。PCおよびスマートフォ
ンサイトを合計した総訪問数は 2012 年 5 月に 22,002 であったが，その後経時的に増加した。ス
マートフォンサイト開設後には更なる訪問数の増加がみられ，2018 年 10 月には 304,518 と当初
の 13.8 倍となった。閲覧数が上位 2位のページは，ともに動画を用いて疾患の概要を解説した
ものであった。また，閲覧数が上位 20 位のページには，小児・高齢者・女性等の患者層を示す
用語の中で「小児」をタイトルに含むページが多くランクインした。これらの結果を踏まえて本
ウェブサイトのデザインおよびコンテンツを改善することにより，本サイトがさらに広く活用さ
れ，疾患啓発にも役立つ疾患情報サイトとなることが期待される。
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そのようなウェブサイトへの閲覧記録を分析するこ

とは適切でない。その一方で，正確な医療情報を掲

載したウェブサイトの多くは医師などの専門家を対

象としているため，専門知識のない一般市民が求め

る情報を分析する対象として適切とはいえない。こ

のような現状から，インターネット上の医療情報へ

の閲覧記録を分析した研究結果が報告されているも

のの 4）10）～ 12），一般市民向けの疾患情報サイトを対象

として閲覧記録を解析した報告は少ない。そこで，

本研究では，患者やその家族を含む一般市民が求め

る情報を調査する目的で当該サイトへの閲覧記録を

解析した。

Ⅱ．対象および方法

1．「てんかん info」の概要

　「てんかん info」はユーシービージャパン株式会

社および大塚製薬株式会社が運営する一般市民向け

の疾患情報サイトで，2009 年にパーソナルコン

図 1　「てんかん info」のページ構成

てんかんとは てんかんとは てんかんとはどんな病気？

…
小児に起こるてんかん 小児てんかんの特徴

…

女性のてんかん 女性のてんかん

…

高齢者のてんかん 高齢で発症するてんかんは多いの？

…

診断と治療 てんかんの診断に用いられる検査 脳波検査

…

てんかんの診断に用いられる治療 抗てんかん薬を飲むときの注意点

…

外科手術
トップページ

その他の治療方法

発作時の対処法 発作時の対処法

目で見るてんかん発作と対処法

暮らしサポート 日常生活のアドバイス 睡眠

…

てんかんに関連する社会制度 第 1回　お金のこと（1）

…

動画メッセージ てんかん当事者からのメッセージ カテゴリ別インタビュー

…

医師からのメッセージ

てんかんのある方のご家族の声 （ご家族から）

よくあるご質問 よくあるご質問 基本的な質問

…

注）項目によってはさらに下位層もあり

中 項 目 小 項 目 注）大 項 目
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ピュータ（PC）用のサイトが開設された後，2015

年 10 月にスマートフォン用のサイトが開設され

た。本サイトには，てんかんの原因や病態，診断お

よび治療法に加えて，発作時の対処法や社会制度な

どの情報が掲載されており，トップページには，最

上位層に相当する大項目として「てんかんとは」 

「診断と治療」「発作時の対処法」「暮らしサポー

ト」「動画メッセージ」「よくあるご質問」が設定さ

れている（図 1）。

　個々の情報に接するためには，大項目から下位層

の項目に移動することが必要である。例えば，大項

目の「てんかんとは」 をクリックするとページが移

動し，「てんかんとは」「小児に起こるてんかん」

「女性のてんかん」「高齢者のてんかん」という 4つ

の中項目およびそれぞれの下位層にあたる複数の小

項目が表示される。項目によっては，小項目の下に

更なる下位層が設けられることもあるが，基本的に

は，中項目または小項目をクリックすると文章や動

画といった具体的な情報が示される仕組みとなって

いる（図 1）。ただし，すべてのユーザーが必ずトッ

プページからアクセスするわけではなく，検索方法

に応じて個々の情報を掲載する下位層が直接ブラウ

ザーに表示された場合には，ユーザーがその下位層

にアクセスすることも可能である。なお，本サイト

に掲載する全てのコンテンツ（文章や動画）に関

し，日本てんかん学会認定のてんかん専門医に監修

を依頼しており，正確な医療情報の提供に努めてい

る。

2．「てんかん info」の閲覧記録

　「てんかん info」の閲覧記録は，ユーシービージャ

パンより委託された株式会社ゴールドプランニング

がGoogle アナリティクスを利用して，2012 年から

年 2回（基本的に 4月と 10 月，データ集積を開始

した 2012 年のみ 5月と 10 月）集積しており，ユー

シービージャパンは pdf 形式の閲覧記録を受領して

いる。4 月分には 4 月 1 日～ 30 日の閲覧記録，10

月分には 10 月 1 日～ 31 日の閲覧記録がそれぞれ

含まれる。なお，Google アナリティクスを用いて

収集したデータに個人を特定できる情報は含まれて

いない。

3．データの呼称とその定義

　新規およびリピートユーザーとはそれぞれ，該当

する 1か月間に「てんかん info」に新規および 2回

以上アクセスした利用者のことであり，端末・ブラ

ウザー・Cookie から同一人物によるアクセスと判

定された場合には，複数回アクセスしても 1人と集

計される。

　ページは「てんかん info」に掲載されたURL の

異なる各コンテンツを指す。訪問とは，ユーザーが

1ページ以上閲覧した一連の行動のことで，1回の

アクセスによる訪問数は閲覧ページ数に関わらず，

1回と集計される（アクセスが終了した場合および

アクセス後 30 分間に何も行動が見られなかった場

合には，その訪問が終了したものとカウントされ

る）。なお，訪問中に日付が変更した場合には両日

の訪問（2訪問）とカウントされる。

　平均ページ閲覧数は，1 回の訪問あたりの平均

ページ閲覧数を指す。トップページは目次を示す

ページで，①「てんかん info」のトップページおよ

び ② 各大項目のトップページの 2種類がある。①

では大項目を中心とした目次が示され，②は各大項

目の下位層のページへのリンクがリスト化されてい

るが，いずれも具体的な情報や動画は掲載していな

い。

4．調査項目および解析計画

　本研究では，2012 年 5 月から 2018 年 10 月まで

に集積した閲覧記録を対象として，各月の ① 訪問

数，② 新規およびリピートユーザー数，③ 平均

ページ閲覧数を調査した。さらに，本研究のために

Google アナリティクスを用いて入手した 2017 年 4

月～ 2018年 10月のアクセスデータを対象として，

④閲覧数が上位 20 位のページを調査した。

　①は，各月の PC サイト，スマートフォンサイ

ト，全体（PC+スマートフォンサイトの合計）の

それぞれを対象として，該当期間中の経時変化を調

査した。②～④に関しては，該当期間中の各月の全

体のデータを用いて調査した。④の上位 20 位の集

計には，トップページを含めないこととした。①～

④のいずれに関しても，株式会社ゴールドプランニ

ングからMicrosoft Excel 形式で受領した単月のア

クセスデータに基づいて著者らが Excel ファイル上

で集計を実施した。なお，全体のデータは，PCサ

イトとスマートフォンサイトのデータを合算するこ

とにより算出した。
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図 2　訪問数（2012 年 5 月～ 2018 年 10 月）
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図 3　新規ユーザーおよびリピートユーザー数（2012 年 5 月～ 2018 年 10 月）
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Ⅲ．結　　　果

1．訪問数（図 2）

　PC+スマートフォンサイトを合計した全体の訪

問数は，2012 年から 2015 年にかけ増加し，スマー

トフォンサイトの開設後は，スマートフォンサイト

への訪問が増加することによってさらに大きく増加

した。2012 年 5 月の全体の訪問数は 22,002 回で

図 4　閲覧数上位 20 位のページ（2017 年 4 月～ 2018 年 10 月）
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注 2「発作について」に含まれている質問は次のとおり；1．寝るときだけに起こる発作って？， 2．ゲームをやっているときに発作が起こりやすいで

すが，アルコールを飲んでもいいでしょうか？ ，4．てんかんが起こる前兆はどんなものがありますか？
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図 5　ページ閲覧数の詳細解析（2017 年 4 月～ 2018 年 10 月）
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あったのに対し，2018 年 10 月には 304,518 回と

13.8 倍になった。

2．新規 vs リピートユーザー数（図 3）

　PC+スマートフォンサイトを合計した全体で，

新規およびリピートユーザー数はともに増加傾向が

認められたが，新規ユーザーでより大幅な増加が認

められた。

3．ページ閲覧数

3-1．平均ページ閲覧数

　1回の訪問あたりの平均ページ閲覧数は，PC＋

スマートフォンサイトを合計した全体で，2012 年

5 月に 5.5 回，2018 年 10 月に 3.1 回と，常時 2.8

～ 5.5 回の範囲であった。

3-2．閲覧数上位 20 位のページ

　2017 年 4 月～ 2018 年 10 月の総集計で上位 20 位

に含まれたページの一覧を図 4に示す。PC＋ス

マートフォンサイトを合計した全体でページ閲覧数

が上位 5位にランクインしたページは「てんかんと

はどんな病気？」 （328,728 回），「てんかん発作の種

類：解説映像」 （267,992 回），「てんかんの原因はな

に？」 （177,455 回），「てんかん発作とけいれん発作

の違い」 （119,012 回），「てんかんの年代別発症率」 

（117,117 回）であり，上位 2 位は動画を含むペー

ジであった。上位 20 位にランクインしたページ

は，大分類が「てんかんとは」に属するページがほ

とんどを占め，患者層を示す用語の中では「小児」

をタイトルに含むページが多く含まれた（図 5A～

C）。

Ⅳ．考　　　察

　てんかん患者やその家族を含む一般市民が求める

情報を調査する目的で，疾患情報サイト「てんかん

info」の閲覧記録を調査した。その結果，PC＋ス

マートフォンサイトを合わせた総訪問数は増加傾向

を保ち，2018 年 10 月の総訪問数は 2012 年 5 月の

13.8 倍である 304,518 回となった。奥村らは，

Wikipedia におけるてんかんのページが閲覧された

経時変化を報告している 4）。「てんかん info」と

Wikipedia ではページのボリューム等が大きく異な

ることから単純な比較はできないものの，2015 年

以降のWikipedia てんかんページの閲覧数が月 5万

回に達していないこと，またてんかんの罹患率が約

1％（日本における推定患者数約 100 万人）である

ことを考慮すると，「てんかん info」がてんかん情

報の普及に一定の役割を果たしつつあるのではない

かと考えられる。

　2012 年から 2015 年にかけて訪問数が増加したが

（図 2），この時期にはてんかん患者による交通事故

の報道が繰り返し行われ，それを契機の一つとした

てんかんに関係する道路交通法改正が行われたこと

などから，てんかんに対する社会的な関心が高まっ

た。直接的な要因ではないものの，このような社会

的状況の変化が，訪問数の増加に影響した可能性が

ある。また，2015 年までの訪問数増加には，サイ

ト運営者による医療機関等を通じたサイトの紹介活

動やリスティング広告も寄与したと考えられる。

　一方，2016 年以降の訪問数の増加には，スマー

トフォンサイト開設の影響が大きかった。該当調査

期間にインターネットを利用したことがある方に対

する「インターネットに接続した端末」に関する調

査では，2015 年には PC が 68.4％，スマートフォ

ンが 65.5％であったのに対し 13），2018 年にはスマー

トフォンが 74.5％，PCが 60.4％となり 14），若い世

代から順次，パソコンからスマートフォンへ利用の

中心がシフトしつつある 15）。同調査 14）では，2018

年のスマートフォンの利用率は 20 代から 40 代で

は 85％以上となる一方で，70 代では 38.6％，80 歳

以上では 21.2％と世代間の差がある。こうしたこ

とから，スマートフォンの普及に伴ってアクセス数

が増加するとともに，比較的若い世代の利用者が訪

問数の増加に影響した可能性が推測された。

　また，訪問数が調査期間を通して着実に増加し続

けているのは，本サイトでは日本てんかん学会認定

のてんかん専門医の監修により正確な医療情報を提

供していること，様々な意見を取り入れてサイト開

設以降定期的に情報を更新し，動画情報の配信も含

めたコンテンツの拡充を図ってきたことなどが要因

と考える。

　なお，新規およびリピートユーザー数に分けた集

計では，リピートユーザーと比べ新規ユーザーで大

幅な訪問数の増加が認められた（図 3）。しかしな

がら，本集計は端末・ブラウザー・Cookie から，

集計対象月の中で 2回以上「てんかん info」へのア

クセスが認められたと判断された場合にリピート

ユーザーとして集計されるため，翌月以降に「てん

かん info」へ再度アクセスした場合にはリピート

（474）



　　診療と新薬・第 57 巻　第 5号（2020 年 5 月）　　 59

ユーザーの集計に含まれない。該当月に 2回以上

「てんかん info」にアクセスするリピートユーザー

数にも増加傾向が認められた背景要因としては様々

なことが考えられたが，大きな要因の一つとしてコ

ンテンツが拡充されたこと，スマートフォンの普及

によりウェブサイトへ容易にアクセスできるように

なったことが考えられた。

　過去 2 年間（2017 年 4 月～ 2018 年 10 月）にど

のようなページが多く閲覧されたかをまとめた図 4

が示すように，閲覧数が上位 20 位内のページのう

ち，動画が 4ページランクインしており，1位と 2

位はどちらも動画ページであった。また，上位 20

位内にランクインしたページのほとんどは大分類

「てんかんとは」の下位層に位置づけられたページ

であり，大分類「診断と治療」，「暮らしサポート」，

「動画メッセージ」に属するページでランクインし

たページはなかった。「てんかんとは」には「診断

と治療」，「暮らしサポート」，「動画メッセージ」よ

りも下位層のページが多く設けられているため，ラ

ンクインしたページの数を大項目間で比較すること

には限界があるものの，今回の解析結果は，疾患情

報サイトのユーザーが治療などに関する情報よりも

てんかんという疾患をより深く正しく理解するため

の情報を求めている可能性を示唆するものであっ

た。さらに，患者層を示す用語の中では「小児」を

タイトルに含むページが多く含まれた。小児のてん

かん患者をもつ両親はてんかんに関する情報を求め

ていることが報告されており 16），このような疾患情

報サイトに対しても，小児のてんかん患者をもつ保

護者からのニーズが高い可能性が考えられた。

　本研究の限界として，まず，本サイトは，患者本

人やその家族，周囲の人々への情報提供を目的とし

たものであるが，閲覧記録から実際の利用者の詳細

を知ることはできない。また，年 2回のレポートは

それぞれ 1か月間（基本的に 4月および 10 月）の

データのみを対象とするため，それ以外の月のアク

セス状況が異なった可能性は否定できない。例えば

奥村らの報告 4）では，毎月の利用状況が報告されて

おり，てんかん患者による交通事故が大きく報道さ

れた月には利用数が跳ね上がっている様子が報告さ

れているが，今回の解析ではそのような一時的な変

化は追えていない。このような限界はあるものの，

患者や家族を含む一般市民を対象とした疾患情報サ

イトの閲覧記録を解析した先行研究はほとんどない

ことから，本研究は患者や家族が疾患情報サイトに

求める情報を知る上で参考になると考える。

Ⅴ．結　　　論

　今回の解析結果から，「てんかん info」のひと月

の訪問数は増加傾向にあり，2018 年 10 月時点では

30 万超に達したことが示され，本サイトがてんか

ん情報の普及に一定の役割を果たしていると考えら

れた。訪問数増加の背景要因として，てんかんに対

する社会的な関心の高まり，動画ページを含めたコ

ンテンツの拡充，スマートフォンの普及などが考え

られた。閲覧数の多いページは疾患そのものを理解

するためのページが多く，ユーザーがこのような情

報を求めていると考えられた。また，小児のてんか

ん患者をもつ家族やその関係者が小児のてんかんに

関する情報を求めている可能性が示唆された。これ

らの結果を踏まえて本ウェブサイトのデザインやコ

ンテンツの充実を重ねることにより，てんかん患者

とその家族，さらには一般の方々に対する正しい情

報の普及に向けて，本サイトがさらに広く活用され

ることを期待する。
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Medical Information Required for Epilepsy Information Website: 
Analysis of Access Data of“TENKAN INFO”

Etsuro WATANABE ／ Kyoko HIRANO ／Masatoshi KIUCHI ／ Masato TANAKA
UCB Pharma, Tokyo, Japan

Summary

To investigate the medical information required by the lay public including patients and their 
families, we evaluated the website activity of Internet users who accessed the Japanese website 
“TENKAN Info”, which includes information related to epilepsy and its treatment. We 
calculated the total number of visits to the website from personal computer (established in 2009) 
and smartphone (established in October 2015) from May 2012 to October 2018 at 6-month 
intervals using Google Analytics. Furthermore, we ranked the pages according to the number of 
views between April 2017 and October 2018. Our analysis revealed that the total number of 
visits were 22,002 in May 2012 and increased chronologically since then. Further increase was 
seen after establishing the smartphone site. Visits in October 2018 were 304,518, which is 13.8 
times as many as those in May 2012. The first and second most frequently accessed pages were 
those explaining the nature of epilepsy with video or moving image. Pages including “children” 
in their titles were frequently accessed among those including terms indicating patient 
characteristics such as children, elderly person, or female. We would like to consider revising 
the design and contents of “TENKAN Info” according to these results, with the expectation that 
it will become a more widely used and useful information site for disease awareness.

Key words: medical information, patient, epilepsy, website, access
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